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研究成果の概要（和文）：本研究では、グラム陰性菌の外膜小胞（OMV）の産生誘導メカニズム解析において、
外膜成分のリポ多糖（LPS）の糖鎖構造解析から、リピドA部分の局所的なものではなく、菌体全体に影響する不
可逆的な構造変化（修飾）がOMVの産生誘導に関与していることが明らかとなった。
また、OMVによる宿主細胞への免疫応答では、IL-8、IL-18、IL-1βの3つの炎症性サイトカインの誘導が確認さ
れた。特にIL-18、IL-1βを含むIL-1ファミリーの誘導はインフラマソームの活性化が関与している可能性を示
すものであり、OMVとインフラマソームの関連を示唆する結果となった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we performed sugar-chain structure analysis for 
lipopolysaccharide (LPS) of bacterial cells expressing hlyF gene, and demonstrated that HlyF is 
involved in the structural modification of lipid A (a part of LPS), suggesting the induction of OMV 
production in bacteria.
We also found that OMV induce host immune response (IL-8, IL-18, and IL-1β). Inflammasome 
activation is a multistep process leading to processing and secretion of mature IL-1β and IL-18. 
Our result suggests that bacteria-derived OMVs contribute to the inflammasome activation.

研究分野： 病原細菌の分子メカニズムおよびゲノム

キーワード： 外膜小胞　病原性細菌
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研究成果の学術的意義や社会的意義
細菌が産生する外膜小胞（OMV）は、内包する種々の細菌由来分子を介して、宿主への病原性発揮機構の一部を
担うことが既に報告されており、今回得られたLPSの構造的な変化がOMVの産生誘導に関与するという知見は、他
の細菌においても多様な病原メカニズムを解明する上で、非常に重要な知見と考えられる。また、その一方で、
本研究成果の一部として得られたOMVによる宿主細胞での免疫応答およびインフラマソーム形成への関与は、
種々の細菌感染とそれに伴う病態変化を結びつける基盤的な知見と成り得るものである。さらに、これらの成果
は細菌感染症に対するワクチン開発への将来的な応用に繋がると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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